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第 12回総会開く 
 

 
 

ご寄付に感謝 

 

第
12
回
深
澤
晟
雄
の
会
総

会
を
６
月
17
日
沢
内
バ
ー
デ

ン
で
開
き
ま
し
た
。
総
会
で
は

29
年
度
事
業
報
告
と
決
算
、

今
年
度
事
業
計
画
と
予
算
が

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

承
認
さ
れ
た
主
な
今
年
度

事
業
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

資
料
館
10
周
年 

記
念
事
業
推
進 

今
年
は
平
成
20
年
10
月
に

開
館
し
た
深
澤
晟
雄
資
料
館

が
10
周
年
を
迎
え
る
記
念
年

に
当
た
り
ま
す
。 

   

そ
の
記
念
事
業
と
し
て
県

内
小
中
高
校
生
を
対
象
に
「
い

の
ち
を
考
え
る
作
文
コ
ン
ク

ー
ル
」
を
実
施
し
、
生
命
尊
重

理
念
を
後
世
に
継
承
す
る
事

業
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。 

資
料
館
内
の
展
示
資
料
説

明
文
が
10
年
を
経
過
し
て
適

正
さ
を
欠
く
も
の
が
あ
る
こ

と
。
入
館
者
の
国
際
化
に
伴
っ

て
英
文
併
記
を
求
め
る
声
が

あ
る
こ
と
。
な
ど
に
対
応
し
た

事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。 

ハ
ー
ド
バ
ン
ク 

事
業
に
初
参
加 

今
年
初
の
試
み
と
し
て
、
家

庭
で
満
足
に
食
事
が
で
き
な

い
子
ど
も
た
ち
に
食
材
を
提

供
す
る
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業

に
参
加
し
ま
す
。 

例
え
ば
新
米
が
出
る
こ
ろ

に
余
り
そ
う
な
前
年
の
お
米

を
集
め
て
フ
ー
ド
バ
ン
ク
に

届
け
る
活
動
で
す
。
い
わ
ゆ
る

「
食
料
銀
行
」
を
意
味
す
る
社

会
福
祉
活
動
で
す
。
そ
の
節
に

は
皆
さ
ん
に
呼
び
か
け
ま
す

の
で
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。 

 

 

町民有志で資料館の草刈り 
６月３０日午前９時から 資料館周辺の草 

刈りを町民有志６人（事前に１人）で行いまし 

た。２時間ほどでしたが 猛暑の中の作業で 

有志の皆さんのご苦労に感謝いたします。 

 

生命尊重の心を繋ぐ 

活動の輪を広げよう 

総会の開会式 
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熱弁で講義する佐々木理事長

長 

深
澤
晟
雄
資
料
館
開
館
10

周
年
記
念
の
「
い
の
ち
」
を

考
え
る
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
は

次
の
内
容
で
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
子
ど
も
た
ち
と

家
庭
や
地
域
で
「
い
の
ち
」

の
対
話
を
深
め
ま
し
ょ
う
。 

「
い
の
ち
」
が
テ
ー
マ 

日
本
で
初
め
て
老
人
医
療

費
を
無
料
化
し
、
赤
ち
ゃ
ん

の
死
亡
率
ゼ
ロ
を
達
成
し
た

旧
沢
内
村
の
深
澤
晟
雄
村
長

の
「
生
命
行
政
」
は
有
名
で
す
。 

 

こ
の
考
え
方
を
皆
さ
ん
に

知
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

み
ん
な
で
み
ん
な
の
命
を
守

る
た
め
「
い
の
ち
」
を
テ
ー
マ

の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
す
。
作

文
の
内
容
は
、
た
と
え
ば
深 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

西
和
賀
高
校
１
年
生
39
人
の

ほ
と
ん
ど
は
町
外
通
学
で
、
５

月
30
日 

深
澤
精
神
に
学
ぼ
う

と
資
料
館
を
訪
ね
ま
し
た
。  

 

 

 

澤
村
長
の
業
績
に
学
び
感
じ

た
こ
と
。
自
分
の
誕
生
や
成
長

過
程
を
家
族
と
の
対
話
で
感

じ
た
こ
と
。
祖
先
や
家
族
と
の

「
命
の
つ
な
が
り
」
や
「
与
え

ら
れ
た
命
」
に
思
う
こ
と
。
テ

レ
ビ
な
ど
で
報
じ
ら
れ
る
事

件
や
学
校
・
地
域
で
「
い
の
ち
」

の
大
切
さ
を
感
じ
て
、
み
ん
な

に
訴
え
た
い
こ
と
な
ど
で
す
。 

８
月
24
日
締
め
切
り 

岩
手
県
内
の
小
中
高
校
に

在
学
す
る
児
童
生
徒
が
対
象

で
す
。
４
０
０
字
づ
め
原
稿
用

紙
３
枚
以
内
で
８
月
24
日
必

着
で
深
澤
晟
雄
資
料
館
あ
て 

郵
送
ま
た
は
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
な
お
、
学
校
と
し
て
コ

ン
ク
ー
ル
参
加
の
場
合
は
学

校
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

小
学
生
・
中
学
生
・
高
校

生
の
部
に
区
分
し
て
、
最
優

秀
賞
・
優
秀
賞
・
特
別
賞
各

１
名
を
表
彰
し
ま
す
。 

審
査
委
員
と
表
彰
式 

審
査
委
員
は
次
の
皆
さ
ん

（
敬
称
略
）
で
す
。 

委
員
長 

高
橋
克
彦 (

作
家) 

委
員 

澤
口
た
ま
み(

絵
本
作 

家)  

道
又  

力 (

脚
本
家)  

佐
藤
敦
士 (

西
和
賀
町
教
育 

長)  

太
田
宣
承(

社
会
福
祉 

法
人
理
事
長
） 

表
彰
式
は
10
月
14
日
沢
内

バ
ー
デ
ン
で
行
い
、
最
優
秀
賞 

     
 

受
賞
者
に
は
入
賞
作
文
の
朗

読
発
表
を
お
願
い
し
ま
す
。 

主
催
団
体
と
事
務
局 

 

主
催
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
深
澤

晟
雄
の
会
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
輝

け
い
の
ち
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

共
催
で
す
。
コ
ン
ク
ー
ル
に
関

す
る
問
い
合
わ
せ
は
事
務
局

の
深
澤
晟
雄
資
料
館
（
下
記
連

絡
先
）
へ
お
願
い
し
ま
す
。 

   

岩
手
県
人
会
鹿
児
島
支
部

と
岩
手
県
・
西
和
賀
町
と
の
交

流
会
（
写
真
）
が
５
月
19
日 

沢
内
バ
ー
デ
ン
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
鹿
児
島
県
か
ら
７
人
が

参
加
し
ま
し
た
が
、
う
ち
４
人

が
「
屋
久
島
深
澤
晟
雄
の
会
」

の
皆
さ
ん
で
し
た
。 

翌
日
20
日
に
は
資
料
館
を

見
学
し
、
夜
は
泉
沢
の
旧
土
井

商
店
を
会
場
に
、
３
年
前
に
屋

久
島
町
を
訪
問
し
た
西
和
賀

町
民
と
旧
交
を
温
め
、心
置
き

な
い
両
町
の
深
澤
晟
雄
の
会

交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。 

いの ちを  

考える作文 

コンクール 
 

こ
の
機
会
に
子
ど
も
た
ち
と 

「
い
の
ち
」
を
語
り
合
お
う 

対
話
を
し
て
み
ま
せ
ん
か 

屋
久
島
の
会
と
旧
交
深
め
る 


